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I. 4.11 （土）～5.13（水）
日.5. 16（土）～6.14（日）

「リLd-1・1¥:fj:,t'._；」 100巻lOOillr、運／1：文Ji＇！（ がj副長郊のi創l文！ぶから’J:けついだi'i:.fillな丸山J；の ーつであり 、近

｜｜｜のle'.似をj;iJる ｜：でかけがえのない資料である。この1j1には、人 の々’万＠IJする姿 ・祭礼の雌 r.111111 

の.＇H；・；；やiiiJRのH.l.J；（、｜｜｜や日Iiに＇j：，也、する生物、手H・I:の主物守；々 ・Ie'. '1長の凶の峨 々 な HH~ ・ ・J叫初が、if.I.)

・I＆されている。

この11~；A.なJ：物を押した人物は、1J、JJi桁,Y.,{1衛l"l1L参、｜別ノ］＼・Vil奄などのりを｛干ち、f)lti:ーでは 、 世n;,i~

に山Illした’ j・：の点ii！て。よく j;11られた人物Jである。点illーは、字以12｛ド （1727）、＿／j_(iイiirx の J出L~精 一｜：の

家1.:'j：＿れ、克Ci'.4 ＇.ド （17 44 ） 、 i~11 f!!IJ小姓として ，＇！＇，（！ ： 、 例l小手111 I i 役、.t!M凹りなどの職を杭て、交ノ］く4{j'. ( 

1775）に｜巴i川、 j(llJJ8 jド（1788) 61-f'でこの111：をよっている。、1111.'i'の救長人の市として、i皮もまたf)I:

訓、刊文 、 絵などを l恨んだが、~~ 11!のH,){i'は、 ー般教徒にとどまらず、、1111.'i'のj出長の文化人グルーフ

の ー人として 、 陥11 ： 也イ｛呼出 ー級の人物述 と日を ~（＇. べ 、 とくに絵の )j は 、 余肢を遥かにJ越えて、帆業
［い-J*}(:1jiとしても通川する Hfi4iを川っていた。f)I'：諮 ・.flI ::J); ・松のほか符j：も多く 、綿 な々 ，i；物からのJ友
。 l：を弘めた「訟志」、 ~，；；ゃ：；！？、を梨しむ x. 化人グルーフの会 ｛；の .h.＇.鉱「存~！楽・F」「必均五 ，－.＇:i Nii会」 、十ふ々

なドi『'i l•:'i の 1:·

る11£A.のlffi＇カJ、 「d長jι！‘l¥:fj：；，ι」1001"qoo1mで、あることにはちがいない。

「引に州＼:f(:,l；」がfJlfr の｝｜手にまとめられたのは 、 ~·；£必c ;[:ii'- ( 1789）、似の死後のことである。i皮の先に

ついては、が抄l：という公式の記録のほかに 、 よからぬIlk~ も ｛ぶわっており 、 不 ｜リ！ な .＇ .＇ .i. が多いが、 いずれ

にしろ、決然の 子nilせぬタtであ ったことは侃かであろう 。i皮が長fドにわたって ，1；：きためたと思われる

1w;Jくな』h.'.U！主、ゐるt'.1U立松Jiltされてはいたものの、す

でに i 1'i , 1 ；：を終えたもの 、 1Wi'::i~ ・ )JI! ~r，：の 11£1j1のもの、ま

だ資料収集途 卜．のものなど峨々で、i伎の急死によ って

よ完のままこの111：に伐されてしま った。このため、似

の’j:_1)ijの土Ill」のTによって100谷loo111tにまとめられ、

II次をf.j-された「•JLUH\:fl~ .ι」は 、 まもなく 、 j稿に 1fiX 卜

され、部 j:_'.'i川の，1iWにi1xめら れたま ま、 ほとんど

般の ｜｜ にふれることなく llJJifiMUJiを迎えたのである。

別 ti:孜々 が ｜ ｜ にする「•JLd十l\:fj: ;t'._；」の柿成は、巻 l ～

19 j；、 ｜｜ 多 HI；、在 20～23点！＇（！＇，•： •； 祭礼、 巻 24～ 5 ~！1 111 、巻 59

～79ilt,1;:j、どさ80～81,¥liI .'f・、 之さ 82～86妙~！寺、 之さ871りl



II民院、巻88～ 100存11弁Jll；とな っている。熱LII · i~t .G ，＇； だけでもその＇I＇：ばを越え、全体の約 6 )!rj1J訟を 11iめ

る有名寺十｜：とその周辺地域についての記述で、は、古今の文献からI!JJJ!lil'il；分を制縦fl句に抜き ，＇I＇，し 、；；HfJl

やfドベl行‘Fなどを描いた絵があれば、写して収鉱する。宝物を記録するよめ介には、）（7；＼：に』IIえ、絵に

よって、その色形を微初！な点まで」l：倣ーにti'i'iき、そのほか年，, , i t ’J ~ および同辺寺院や村誌についても 、

Ill 記や彼！＇ I 身の兄聞の記述に、 l!r~l f谷、：）； \-lfJl 、 j)［物などの松を IJll えて ~dok 、 f1111i：与．している 。

'I＇：｛ィ、のこ分のー を111める主JI多Jtl；・科 1111:Jtl；のH々については、名1＇・］・々 のHIi.じにはじま って、 :j:1j1.f.l:fム

｜刻、名1iJi・11l跡、 fド ι， ，行4、 PiHv1が記され、やはり彼自身の松によ っ て 、 ~II‘？の｝!1\l);l· 、地問、祭礼やヅJ

HilJ なと♂人々の~u目の峨チが：与．しとられているが、主II 多 Jtl；で 2 巻、存 1 1 J j: Jtl；で4巻にまとめられた名Jtl)

の陀物の；？｜；分は、［也の地誌と H予ぶことのできる；？｜；分に比べ組を災にした記述とな っている。この.＇.＇J，は、

熱[I.I や津山の住物にも共通する’J~で、 1；（物つまりそのllli.l'Bx の盟 f'1l1 や iiif.川に生息する .！lit , J ＇；、，~（ 1，、 Fik な

どについては、 111の比！日lにIJllえ、本i,'i:・・；：ー ・博物乍の，I；物からのリ｜川を1j1心に記述されており、その柿

松には、後の図鏡などに比られるような、九の羽の l1女l枚、的のうろこの数までも正確に'.Ij.’しl伐ろ

うとする創I I信な絵が付されている 。 これは 、 lt!i. ~.t：というより、むしろ博物誌と II子ぶべきもので、 当 IL\:

の全国（1'0本主工学 ・ 博物ザーの流行の；；~~鮮とともに 、 後年 、 全国（110 にも卜 y ブレベルに述する l-t 1JL~本 r,·i:·· ；ム

の先駆的行:t1：：で、ある松平君山 との交遊 ｜則f系を無視することはできないであろう 。 ともあ ~1、これらに

共j邑する祝1白

けで、なく 、↑l年物誌としても位置づけられるのである。

残りの4巻にまとめられた点！！（｛；ιの祭礼は、当H寺「1剤l祭礼」と言えばこの祭を指したと言われる名

古屋城下故大の祭礼の記録で・ある。 「張什1im志」が未完に終った・Fによるものか、名古j玉城ドについ

ての記述はこれだけである。名古屋城内の点！！｛｛出・での舞楽にはじま って、行ダljを待つ見物存、W:J!(l山

から城下末広川の御旅所（dil）、l1j 1 j xJ まで:j:1j1輿を守護する行手lj の先~Ji から M· 後 1-T:'. まで、さらに flータljに

つづく l洋民と 、4巻のほとんどが、色鮮かな松によるfi'1＇白．である 。その長さは総 r数で215]'(430ペ

ージ）、鍛げれば、約 78mにむよぶ大絵巻となる大作で、100111}1j1のlii）にのハイライトとな っている。

米 1 11がこのIJ!i~.k.な記録を践した II的が、｛庄のlj絞務 卜とのi世lりを1・tっていたのか、lj'Lなる余技による

ものであ ったものか、彼l’！身のJi"=文も桟さず未完の大手；：とな ってしま ったJJU!：では、その符を,ii＇，すこ

とはむずかしし、 。 ただ・つ言える · J~ は、 i皮が文献を与すH与、 J!P.l ：）；［·ゃ l!l\l俗、 ~I＝.物なとを Hi山：する H午、 flえ

が｜｜ざしたのは、論活lの）瓦ーllflや芸術＇！＇ I：の追求ではなく、 ・H物の姿をl自主に1j：しとり、記述 .fi'i'i1j：守す る

ことではなかったろうか。それだからこそ、引Itの我々 に近｜！そのj出長の姿を現実のものとして伝え、

情きと！岳到lをよJ・えているのではないだろうか。

rl-ilf.F.f幸 町長川・｜初志、解説 i(愛知県郷土資料flj行会刊町長川維志』第一巻）
llll:¥11徳次郎 ・ditliiff.・織茂三郎 町長州雑志余録』No.1～6(I日lfl])
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「張j’卜I~~（主志展」仕II 品目録 I 

（~ :_) 1 陥須賀行殿之灰｜ 巻，＇＼ j ・JJLJ) 45 ’ 1 －－ ~siR F. ti：之｜決｜（雌山

（巻 ii.) 2 !Jlf-大阪（森村） 46 ilt.~ ，＇；十1j1,1；：；之 l'J<I (I台］）

（巻六〉 3 小f.1",Hより大型fを見るの似｜（小P,-村） (:IJじ卜 ー） 47 II毎似山1'tfJt祭 （i!t,i;:;r-1:1ド1j1fj-’in

(YJ'じ〉 4 LUH1'c1宇jlijt<'.:f~ の！:XI (-It条村） 48 林族i.f1j1幸之｜文I( lsil ) 

くどき八〉 5 費低之｜ヌI（－，：；＼・汁l,f・t) 〈之さ－じ卜：〉 49 ’i~－祭 （ l•il ) 

6 Ill l ： ~（llli (,fili~f；川村 50 仰！？宍之阿 （ Iii] 

（巻九〉 7 l¥'iツバキ（広｜｜村 un 〈巻じ卜二〉 51 i!t,1;:;di 

（巻卜〉 8 利恨；＇，＇（ （れIt¥.＇！＇村陀物 ） 52 出事j1~ (ij！品1,1：例年1j1行ーJq

〈巻 ｜ ー〉 9 ;f[佐人i［之l叉I(;fi仏：村） 巻じ卜ii.) 53 di ftl•の去を （ i lt,(';lllf1j ：立ト1:w11•1r·1n
〈巻卜：〉 10 (:Jji附I~げ！の ｜χl ,:":j砂 Il.1fチ遊 ／尚、，＇／＿ fill{-

11 斜（Jill之凶 （(:Iii附） 巻じ｜ゾ〈〉 54 純をmしnを1ill隠I(i It山村）

（巻卜 ：＿） 12 jう日I:（主IIj多m；旅物） 巻じ卜九〉 55 111－桃 （ilt!::;Ni物）

13 ;-,1:~r1 (In!) 56 絞鮫 （ !11] ) 

14 サキ帆（iii]) 巻八 ｜－〉 57 f千六的房前｜ヌI(l瓜j砥： Li~~ l I .'i') 

〈巻 卜I'll) 15 筋カレイ／蝶々飢 （｜口］） 58 正川三11"J'.・ 1 !• 1f'J~ (!11]) 

16 スンドスルメ III I' I鍛蝋（！日］） （巻ー八卜・〉 59 !JI'.内之同 （l1il) 

17 ill ;,f.¥¥ (I白I) 60 l~Hム令制陥将llWlt'i"之像 （ Ii i])
（巻 ！・IL) 18 正1Jli.11 の .f1J1 ・I~ 61 11－~~訟（｜口ll

( 111::1n.1：：；村八幡山） （巻JLI・－） 62 布li'.k（赤iIt村p~物）
（巻ー二 卜） 19 鋒楽（Jl.!:！！（！官御祭礼） 63 i新Ji村図

20 fill幸行初I:之似lI (J1il) 64 j有iJ; ）且.l ）；~－
〈巻二 卜 う 21 fill幸行おi：之医12 (!11]) 65 陶器製作之医I(i恥 i村）

（巻二 卜一二〉 22 やjl ＇－~1!-粧之豚I 3 (lsil) 66 ホウス（同）

'.YJて卜〈〉 23 .f1J1予行杭之l叉14 (Iii]) 巻｝LI・：〉 67 嗣f三木像／忠f. ＼•木像

〈之さ一二卜Ji.) 24 熱川淡之似l （大禁止村仏111l1iL’陥.＇f)

(J.;.-< }L j ・ii.) 68 水型［－ ：＿郷il1i］之｜文I(IソMf-村）

69 ff：［必 （l:;J<!Jlj-十t~ll iillil) 

~~ －ー 70 ノJ（ ~r-111 ？~ ;;c （ ，，， ノj（~！ j-村 ）
（巻九卜じ〉 11 n見「，・.：

'_,,j 4晶画区世 73 ’J ~： ’k • 事~

（巻 二卜ノに〉 25 費！＇： Ill郷虫色｜ヌl
、電j

II t，い“野区γ解恥
(YJ' .卜 じ〉 26 ト｜可ト子（熱IEl l:P目F） 

花 実 ’ 事、：7・ ' 
27 J};j 11JJI手／ウパ河n~ ；シホサイ河n~ （熱1£11li'f物） ι l ' ' • 似亀． 勺

a”， .. ママ:r、 ~ 
晶－ ”守．

28 キメエイ {Iii])

29 メクラハゼ ／鐙 （！Iii)

30 狸々 自白 （！日］）

(0・：＿ 1ーー〉 31 熱川大7：叫t!Jlの｜文｜

32 大行；燈範（熱川火山）

〈巻て I・ じ〉 33 IリI.fll九圭辰紀じjI ~ !・}LI ！大山仮

選直供奉之凶
74 t.tH~~ 

（巻JILJ卜一〉 34 弘法大師滋（八剣山中11宝）
（巻｝LI・八〉 75 ザイフリイミ

〈巻 Ii.卜〉 35 ilti！太夫の御 1ifi 千界の級（熱川冶·11A11T•lil
76 リャ ウボウ

36 ~－刀 di (I司）
77 ノリノイミ I1l 11M/ f-

〈巻 Ii.Iー〉 37 1:11地打（lnl) 
〈巻九 卜九〉 78 大1tll食

(0 /i.卜；〉 38 天王祭（同）
79 勺＇i・ヒタキ ／入内雀

（巻Ji.卜二〉 39 fill宝1¥，－.図111・11li'1（同）
80 キロク .f.~

40 ネ1J1輿遊行｜ヌI（！百］）
〈巻(I) 81 ヒミス

41 十二JIのdi(lllJ々 年lド行’JO

〈巻IL卜八〉 42 雛人形（熱1331JllJI妻家先祖伝来之品々）

43 御朱印己j{1針［曲t.w1w~1門；l＇＼ ＂＇むの図
〈巻六 ｜ー二） 44 ~.＼長仮店i （ょ＇－Wi探挑集）
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II 「張州、I~~H：志展・」 L-1:1 rft11目録
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く宝物〉

58 符主主：の像 （泌怯山点能.＇i) 巻じ

59 -i'Q判M· J問 、lie 頼·：u111守建立 fJH~の ｜χI ・.rp：以J

（肝i::1};.!Jj）巻八
lほM御技之｜文｜（熱田；空冷1j1宝） 谷I'llI・

惣之diの｜ヌ｜ （！日Jl Iii/ 
や／1,1,i＆飢l之｜ヌ｜（同） ,, i/ 

経 ft
l1il 

在じ

iJ \fJH~之lヌ／（主LI 多ttlS 1JEiilli 卜問ケ村） 巻十

廻り 地蔵 （｜’l沢村） 巻四

fill幸行制i：之｜ヌ11（点！！（｛店街l祭礼） 巻 卜

ti/Iポ行制i:之住12 （／日／） 巻ー 卜－

fillポfi--*JJ：之／Z:/3 (/iii） 巻 －／・ ~ 

t＇ ＇＇ ~：~行杭之 ／Z:/ 4 (/iii) 巻二 卜三
郎：：：jM1/ 1 ・ j （ りil杖舞．翁~！H熱日｜宮ij'-1 /1行引） 巻Ji./・ 

i剤l煤納｜ヌI（同） 私・Ji.トペ：

大々t＇＇＇楽院｜（同） /iii 
森県tiJI IJi ( ;:Jt ，~ ，＇；社＇. j'. 1/1行事） 巻じ 卜

W:t是立烈f~~奉之図 （ ／Ii]) 巻 仁卜ー

行祭 （｜口I) 巻 じ卜；

中JJ祭之｜ヌI（ ／日I ~ fiil 
i剤I ；·；~船 (i_J t,i;h[同l恭Ji.Xf1j1 ・ j ( ) 巻じ卜 －

t1 / 1:i·；~；＂ ／ ti；』＇；（ こ J守j一日の l l.\0f:!i\./'Ji-tJ1：之 ｜文｜ (/iii) /1i/ 

イiそ'):ff百［.f'.I:一祭礼 ( ;:1r’1; 

4安じ I・/i. 
Z幸二 ｜九

巻 Ii.I一
巻ノ＼ 卜 －

Z幸卜一

Jd:'九卜 Ii.

神

1
h
悼

と
回

~＝＂＇ 」 ー.....
一通H.人制点／伝ノ1"Jlf-小111rrn也，，；＆存薩｛象

Ull:il'1I1I1 J福寺） 巻 Ii.I・ /i. 

64 J:ft光wr.：尊氏：之像 （令主1!1J-山1W院） l1il 

65 1交弘~ 1 (1j （呉i1'i回探桃集） 巻六 ｜

66 弁，トパ （長島山妙:!H~寺京物） 巻八 ｜

67 f.;古fg<(I日I) 11 i/ 
68 妙興寺宝物11 i~iE文一 巻八 ｜ーh
69 妙!.l'Hli恩禅寺｛十秒j古訓；ぇ；： 之さ八 ｜六

くその他〉

70 .＇~、火以 （ 111見村 ）
71 懸：j;I（中i/Jf.1村）

72 ~！f1J 魚釣鈎之lχI ()df-村）
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巻 ：卜ノ’、

巻：卜 J

Z告じ卜ノ・、
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17 1吋止 1 j'・ 1!1~~U I 古［ヌ｜
18 .1.1＆のYfi11 ililll （ 熱111~~－ fj'.1 /:1行＊ ）

19 i /t，（，沖，，ネ／：祭札前lヌ｜（ょ＇Wi探挑集）

20 .~uH1/i之医I ((llli山奇）

21 1民家のJ:li:J(Iフ＇］（'Jlj：村）

く風景〉

22 1'Li1:i'H・J・ 
23 れ出船l内ー奥の院l決IWhl .'i:.f.J) 
24 ([li11t.f/ヌI( f[li11t.i村）

25 ;slt'ii1H之｜文｜（熱田）

26 U1 1~νfr 抗｜ヌ｜

27 I九1
28 /f1争ih;i、子0）／ヌI( 1111111 'f十n
29 '1(!CM~ ¥1/11人lの｜χ｜（亦;It村）

30 克也，（＇； i11J)d{fi（枇肥.i::An
31 1l:;J(jセ （Jii'.J,1：村）

32 定光子＇） ：1J11人lの／:xi

く生物〉

33 ，，υiぷ（点大尚トn
34 似 1'1γ之花 Iif，／リ）if¥（臨l；川、J-P川初）

35 !k糸 「（イ千lI :JI: Jtl；六（：iii村）

36 ；｛~ l.!'. 
37 ~l革J労ifと
38 古包IJI~イと
39 ホウノイミの次：

40 1'.iiJ:ii 
41 栄螺 （須佐村，y_物）

42 3売店I, （主11多m;,:n初）
43 主主，（（1, ( /1 i]) 

44 マ メ蟹 （盤。~ .＇； ·HF叶初）
45 カザミ （熱田産物）

46 ヘ’マソ（同）

47 111-H 鐙 ／忠比須盤／豆蟹 （｜司）

48 ihf.frl巣／水ihf.JI（同）

49 •:!JJ魚判I\ （主II多Jt日陀物j

50 カヅラア イサ （／1i])



江Iill年代の初め、 1:6川家1¥の命によ って築かれた名古屋J成は、

代表的な、｜ι城として、また、ノミ守｜制 l：に置かれた金蹴などによ

って名刈いが、その？｛｝..＇立や椛 iさなどについて、 （f科全，1；：的な閃

説をIJllえたものが「／企城？lil前鈷」 （〆＇.； I・ Ii巻）、その'li'.f；が今

J11Jとりあけ‘た奥村得J受（M；：災）である。 奥村は、 「 1~1.t成削除 1j1
1fAがしら

川却」 （｜ー一ー行ベ人扶料、 一人扶持は現米一 111こFi.｛＇；－宛）とい

う t院 ｜：にすぎなか っ たが、その役！Ji~ を不I］して、 t,r片Iii城の総合

的な；；J,¥jずでをこころさし、完成までには、およそ JILJI・年を要した

といわれる。 その内科については「r.r=111t¥J古，！？あげ杭」 ( ll?itll 431ド「全城山ti11鈷」翻刻木、全JJLJ巻）に

くわしいが、パヂj湘i・＊A細から 二之九 ・ベ之九 .1員Ii架Jj：御庭などの諸制！こn例 .ff~遣の｜両編を加え、
全卜制にまとめられている。これに付して、 i策は、米一石のIJlltMと｛剤！広政｛前J)fJ;主絡への11'・絡にとどま

った。このll:J、木初である消峨を続けたことはいうまでもなく 、多却にのぼる1H日も、，1；：近を教えて

これを得たといわれる。

さて 、得 (1，~（）義には、そのほか「松 r.. ~~.t·:i筆」 （総出店はその分）のように、八 卜五巻にものぼる

随市.~ii：築のほか数行点の政，1；：があり、本文庫には「拠村徳義旧縦，l：」として、まとめられており、

！副長部に｜刻するffi要な！と料n干のひとつとなっている。なお「全域温古録」は、幕末における代表的な

l語学有のひとりで、務’・；：：1リJfi命堂の教授などを勤めた制肝要法iなどとも縦しく、 「？，W,古録」はその厳密

な校IJ!J をえている 。 ’~f,誌はまた「全域品古錦」の名付け税でもあり、 「？Jni古録」の）亡名「鶴城（[1日1'11

諺集」をIJl{1：のように改めたが、これにまさる題名は、ほかに見あたらぬとおもわれる。

ところで、総投の担l父 j亡（品については、制ll~f '};'! t討のpjfl'1子「！岳!.M!?M'ft」および「仏1\l~il受， 1；：税制」抗

130の併説のほかには詳かでないが、それによれば、；Cf，与の代にIJll納より出張漏に，＇！ ＇，仕 し、御械｛剤i:tnf

｜徐1j1liiJ'.ifiU似りたてられた。また、 l伏！よ＇..N.｛’k・文..；：：＂！，＇； に詳しく、 i涜の弔問，，.条TEOより「怯r.. ~￥」の
イi印を J'(って；；ーとしたという 。｛！ト投のけ「怯r.. :¥1,1 ；~ 」 も祖父のりを受けついだものである 。

ここに収・I戒したのは、 1'.l'設のf-Jl,h.'.~.柿および； l:. ( .. 1の印記｜凡｜持で、得投の印は「絵抗日」 （縦29mm陥

15mm）「総持／，1ff:><J,1；：印」（縦29mmtm21mm、縦30mm附18mm）、広告，5のそれは「好111・｝」（縦29mm備15mm）「匝

j亡1.. 1」（縦陥20mm）および「；l:.f..1J 「李道」 （科縦12mm出 15mm）の印である。 ( ;l:. （，与の字は「李道」と

されているが、1:p丈では「李道」と読める。）「；l:.(..1Jと「李道」とは、ほIi十！日！f-しく益べて探されて

( ;c名古出rfi蓬左文/if.fJ,¥j I 
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出版物 覧
f, r1ihldi注／r.：文部淡路分UillH(S.50年 l・IJ) 3, SOOP J 名古屋益誓三編第12巻（s . 56年刊） 3,000円

f, 11iLt!. d 1注 lie文庫ll<h1~＝うけれ I IH( S 51年干1J) 4,00WJ 

f,1町民di注－；＿，：文＂＇＇,J，文 子：！日絵図 llH( ｜日l ) 2,500PJ 

尾崎久~！1 ；、 コレクシ ョ ン l-I H第一～三よIf

( s 52～55年ずI]) 各 1,500PJ 

f,111屋叢11~： （正制）オミ引 ・総 トIH(S. 53年 Fill 2, OOOPJ 

名古屋叢；1 ：：統制宗•） I ( S . 47年干lj)

f, 1J，反 政内統制総目録（ s 44年刊）

持-1（ 向l(o 足£iiχI H tf~ー～三よu s . 55壬f-.jlf版）

円本の rli~I~ ＜法在文w図鉢＞（ s . 52年干IJ)

7001斗

400PJ 

各 300PJ

200円

経右：文；w・ii｛，（氏物語図J.J(s 53年干I]) 300ドl

蓬左文庫所蔵吉地図複製 No.1～No 15( S 55～61＂＇手刊）

各 1,800円

御本印型書鎮（s 58年製）

掲回文庫蔵書目録（s. 58年刊）

蓬左文庫絵葉書＜8枚組〉（ 同 ） 

蓬左文庫図録（ 同 ） 

1,000円

500円

300円

1,500円

同

同

同

同

伺

同

同

同

同

第 8巻（ s. 57年刊）

第16巻（同）

第19巻（同

第17巻（s 58年刊）

第 4巻（s. 59年刊）

第9巻（s 60年刊）

第11巻（同）

第18巻（1) （同）

第18巻（2) （向）

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

同第2巻
一尾藩世記 上一（近刊 ） 3,000円

I> I> I> 利用ご案内 寸寸寸

同 第15巻（s 61年刊）

同第14巻

一金明録一 （ 同

同第10巻

一松海縛筆（抄） 下一（ 同

女以 ｜の n・,1版物は、本文Joi(·jq先主において iぽlイI i しています。 手l\j基希守lの ｝；は~~；送料が必安ですので、お~ ： J L、介

わせーl、さい。（ただし、 ，ljJ也1:x1r反裂は郵送イ；ttT)

t>開

I ABl1：に可Iなる場合はas1:m1館、月・火休館l
祝 日 ｜ ｜ ¥!iBI' ,, !I・大休館 I 

年末年始 (12月281l～ 1 ) J 4 11) 

覧 館内に限り、館外貸し出しはいたしません

（｜見！日午料）普通国有 無料

t>開館時間 午前 9II寺30分～午後 5II年

t>休館日 毎jj ll l1~ Fl ・第 3金ll!'i!H （ 館内 ~.＇if:理口 ）

t>展 示 随11.'joIi'北，I~：の一斉II を JJk 7-1 ;

（ 特別展を除き 入場~!i.F.+I ) 

t>複写サービス 普通図訟のうち、保有 I J＼~号.＼！iのない

ものについて複写サーヒスを桁 いま

す。その他、マイク ロフィルムの利

用、 ：与点打位；；＼~の申討1 を受け付けます

ので、 こJ米I~~ のJ：、ご相談下さい。

名古屋市蓬左文庫

干461;?', 11i屋市東区徳川II円1001番地

宮 （052)935-2173

(< U; i》＞ di 
r，主j，，＇ス「 ,j>:J也ケl』t}j l自i」fj 

¥ ＜栄か ら〉 中 〈スζ豆互コ「リI111 J r I'!巾ヶfr.」
「 l ／＇；仙 • l i.W J li·

「Wi:l::.>f~J 下 iji.' 1＆少4分

「蓬左」第30号 交111W162＇.ド 4I l 111 11tl i カ制集 ・発行 ：：名古屋市蓬左文庫（東区徳川IHTlOOl番地）

会 ~！襲来｜ 会不定JYJ刊行 -{:, 1:11刷 ：大｜台J1:1JA1:1J株式会社 （東区泉 2-3-18)
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